
 

奈良地方最低賃金審議会 

奈良県最低賃金専門部会 

第３回 議事要旨 

 

開 催 日 時         
令和４年８月２日（火曜日） 

午後１時４８分 ～午後３時３０分 

出 席 状 況         

 公 益 を 代 表 す る 委 員           出席 3名 定数  3名 

 労働者を代表する委員           出席 3名 定数  3名 

 使用者を代表する委員 出席 3名 定数  3名 

主 要 議 題         奈良県最低賃金の審議（金額審議）について 

 議 事 要 旨          

   事務局から、奈良県の目安額が３０円となったことを説明した。  

  公益委員と労働者委員、公益委員と使用者委員の個別協議が行われた。 

  労 働 者 側 委 員 か ら は 、 奈 良 県 の 目 安 額 は Aラ ン ク よ り １ 円 低 く

なっていることから、大阪との金額差を拡大させず、少しでも縮

めるためには、目安額に少なくとも２円の上積みが必要であると

の主張があった。  

一方、使用者側委員からは、目安額に関して、現実を無視した

結 論 あ り き の 数 字 で あ る こ と 、 新 型 コ ロ ナ の 第 ７ 波 が 宿 泊 ・ 観

光・飲食などに与えている影響が考慮されていないこと、企業物

価の上昇や春闘の妥結額を考えると実態と乖離した金額であるこ

となどの主張があった。  

労使の主張が平行線であったため、継続して審議されることと

なった。  

  次回（第４回）専門部会は、８月４日（木）午後１時３０分から開催す

ることとなった。 

 


